
(57)【要約】

【課題】　車体の畦越え時の植終い作業では、車体が畦

越え走行によって大きく前上り、（乃至後下り）の傾斜

姿勢となるため、この車体の後部に装着された苗植装置

のフロートによる接地センサでの苗植深さ検出では、苗

植装置を苗植付位置や畦越え位置への昇降制御を行わせ

ることは難しく、操作性が煩雑で、間に合わないことや

、誤操作が多い。

【解決手段】　苗植装置の対地高さを一定に維持するよ

うに制御する植付昇降制御モードと、苗植車体の前後傾

斜に基づいて該苗植装置を自動的に昇降させて畦越えし

ながら苗植付する畦越え植付昇降制御モードとを備えた

ことを特徴とする苗植機の苗植昇降制御装置の構成とす

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 苗 植 装 置 （ １ ） の 対 地 高 さ を 一 定 に 維 持 す る よ う に 制 御 す る 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド と 、 苗
植 車 体 （ ２ ） の 前 後 傾 斜 に 基 づ い て 該 苗 植 装 置 （ １ ） を 自 動 的 に 昇 降 さ せ て 畦 越 え し な が
ら 苗 植 付 す る 畦 越 え 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 苗 植 機 の 苗 植 昇 降 制
御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 車 体 （ ２ ） が 前 上 り 傾 斜 状 態 に あ る と 共 に 、 苗 植 装 置 （ １ ） が 下 降 位 置 を 継 続 す る
こ と に よ っ て 、 畦 越 え 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド へ 自 動 的 に 切 替 わ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 苗 植 機 の 苗 植 昇 降 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 圃 場 で の 苗 植 終 い に お い て 、 車 体 が 畦 越 え 走 行 す る と き 、 こ の 車 体 後 部 に 装 着 の 苗 植 装
置 を 、 自 動 的 に 土 壌 面 上 一 定 の 苗 植 付 位 置 に 維 持 さ せ て 、 畦 際 ま で 苗 植 付 終 い す る 苗 植 機
の 苗 植 昇 降 制 御 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 苗 植 装 置 に お け る フ ロ ー ト 形 態 の 接 地 セ ン サ で 、 こ の 苗 植 装 置 を 車 体 に 対 し て 昇 降 さ せ
て 苗 植 付 深 さ を 一 定 に 維 持 す る 苗 植 付 昇 降 制 御 装 置 と 、 こ の 苗 植 装 置 を 手 動 制 御 す る た め
の 昇 降 装 置 レ バ ー や 、 昇 降 ス イ ッ チ ボ タ ン 等 を 設 け 、 こ れ ら 操 作 レ バ ー や 、 ス イ ッ チ ボ タ
ン 等 の 操 作 で 苗 植 装 置 を 昇 降 さ せ て 、 畦 越 え し な が ら 苗 植 終 い す る 技 術 （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 ） が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ ー ３ ３ １ ６ ７ 号 公 報 （ 第 １ 頁 、 図 ３ ） 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 車 体 の 畦 越 え 時 の 植 終 い 作 業 で は 、 車 体 が 畦 越 え 走 行 に よ っ て 大 き く 前 上 り 、 （ 乃 至 後
下 り ） の 傾 斜 姿 勢 と な る た め 、 こ の 車 体 の 後 部 に 装 着 さ れ た 苗 植 装 置 の フ ロ ー ト に よ る 接
地 セ ン サ で の 苗 植 深 さ 検 出 で は 、 苗 植 装 置 を 苗 植 付 位 置 や 畦 越 え 位 置 へ の 昇 降 制 御 を 行 わ
せ る こ と は 難 し く 、 操 作 性 が 煩 雑 で 、 間 に 合 わ な い こ と や 、 誤 操 作 が 多 い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 苗 植 装 置 （ １ ） の 対 地 高 さ を 一 定 に 維 持 す る よ う に 制 御 す る
植 付 昇 降 制 御 モ ー ド と 、 苗 植 車 体 （ ２ ） の 前 後 傾 斜 に 基 づ い て 該 苗 植 装 置 （ １ ） を 自 動 的
に 昇 降 さ せ て 畦 越 え し な が ら 苗 植 付 す る 畦 越 え 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド と を 備 え た こ と を 特 徴
と す る 苗 植 機 の 苗 植 昇 降 制 御 装 置 の 構 成 と す る 。 車 体 （ ２ ） が 前 後 略 水 平 状 態 で 走 行 さ れ
る 苗 植 付 姿 勢 に あ る と き は 、 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド に よ っ て 苗 植 装 置 （ １ ） が 苗 植 付 深 さ に
適 す る 一 定 の 対 地 高 さ に 維 持 制 御 さ れ る 。 又 、 苗 植 終 い の 行 程 で は 、 車 体 （ ２ ） が 前 上 り
傾 斜 の 状 態 に な る こ と に よ っ て 畦 越 え 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド に 自 動 的 に 切 替 え ら れ て 、 こ の
苗 植 装 置 （ １ ） を 、 車 体 （ ２ ） の 傾 斜 状 態 に 応 じ て 昇 降 さ せ て 、 畦 越 え し な が ら 、 苗 植 装
置 （ １ ） の 対 地 高 さ を 植 付 深 さ に 適 し た 位 置 に 維 持 制 御 し て 畦 際 位 置 ま で の 苗 植 付 け を 行
わ せ る 。 又 、 こ の 畦 際 植 終 い に 続 い て は 、 苗 植 装 置 （ １ ） を 最 上 昇 位 置 に 上 昇 さ せ る 等 に
よ っ て 畦 越 え を 完 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 車 体 （ ２ ） が 前 上 り 傾 斜 状 態 に あ る と 共 に 、 苗 植 装 置 （
１ ） が 下 降 位 置 を 継 続 す る こ と に よ っ て 、 畦 越 え 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド へ 自 動 的 に 切 替 わ る
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 車 体 （ ２ ） が 畦 際 に 達 す る と 、 通 常 の 操 向 旋 回 時 は 苗 植 装
置 （ １ ） が 非 苗 植 姿 勢 に 上 昇 さ れ る こ と が 多 い が 、 車 体 （ ２ ） が 前 上 り 傾 斜 の 姿 勢 に な る
こ と に よ っ て 、 苗 植 装 置 （ １ ） が 上 昇 さ れ な い で 下 降 位 置 に あ る こ と に よ っ て 、 自 動 的 に
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畦 越 え 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド に 切 替 え ら れ て 、 苗 植 装 置 （ １ ） が 苗 植 付 姿 勢 に 下 降 維 持 さ れ
て 、 車 体 （ ２ ） が 畦 越 え し な が ら 苗 植 装 置 （ １ ） に よ り 畦 際 近 く ま で 苗 植 付 を 行 わ せ る こ
と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 畦 越 え と 、 こ の 畦 越 え 時 の 畦 際 で の 苗 植 終 い は 、 車 体 （ ２ ）
の 前 後 方 向 の 傾 斜 姿 勢 に 基 づ い て 、 苗 植 装 置 （ １ ） の 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド か ら 畦 越 え 植 付
昇 降 制 御 モ ー ド へ の 自 動 的 切 替 制 御 に よ っ て 行 わ れ る た め 、 煩 雑 な 手 動 操 作 を 要 し な い で
、 誤 操 作 を な く し て 、 操 作 性 を 簡 単 、 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 車 体 （ ２ ） の 前 上 り 傾 斜 姿 勢 と 、 こ の 車 体 （ ２ ） に 対 す る 苗
植 装 置 （ １ ） の 下 降 位 置 姿 勢 と に よ っ て 、 自 動 的 に 畦 越 え 時 の 畦 際 植 終 い を 行 わ せ る こ と
が で き 、 操 作 性 を 自 動 化 し て 、 的 確 で 簡 単 に 畦 越 え と 苗 植 終 い を 行 わ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 面 に 基 づ い て 、 苗 植 機 は 、 前 輪 ５ と 後 輪 ６ を 有 し て 運 転 席 ７ 下 に 搭 載 の エ ン ジ ン ８ で
駆 動 し て 走 行 で き る 四 輪 駆 動 走 行 形 態 の 車 体 ２ と 、 こ の 車 体 ２ の 後 側 に リ フ ト シ リ ン ダ ９
に よ っ て 昇 降 可 能 の 平 行 リ ン ク 形 態 の 昇 降 リ ン ク １ ０ を 介 し て 連 結 さ れ る 苗 植 装 置 １ と か
ら 構 成 さ れ る 。 車 体 ２ 上 に は ス テ ッ プ フ ロ ア １ １ が 構 成 さ れ 、 こ の 前 部 に は ス テ ア リ ン グ
ポ ス ト １ ２ 上 に ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル １ ３ を 設 け 、 ス テ ッ プ フ ロ ア １ １ の 外 側 上 部 に は 補
助 苗 受 枠 １ ４ を 設 け る 。 前 端 中 央 部 に は 操 向 の た め の セ ン タ マ ー カ １ ５ を 設 け る 。 苗 植 装
置 １ は 、 多 条 植 形 態 の 苗 タ ン ク １ ６ と 植 付 爪 １ ７ を 配 置 し た も の で 、 セ ン タ フ ロ ー ト １ ８
と こ の 左 右 両 側 の サ イ ド フ ロ ー ト １ ９ と を 有 し て 滑 走 支 持 さ れ る 苗 植 フ レ ー ム ２ ０ の 上 側
に 、 前 上 り 傾 斜 の 苗 タ ン ク １ ６ を 左 右 往 復 移 動 す る よ う に 伝 動 構 成 し 、 こ の 苗 タ ン ク １ ６
の 後 下 端 部 に 作 用 し て 苗 を 分 離 し な が ら 土 壌 面 へ 植 付 け る 植 付 爪 １ ７ が 側 面 視 で 楕 円 形 状
の 苗 植 付 軌 跡 線 Ｄ を 描 い て 作 動 す る よ う に 伝 動 構 成 さ れ る 。 各 フ ロ ー ト １ ８ 、 １ ９ は 、 苗
植 フ レ ー ム ２ ０ に 対 し て 上 下 揺 動 調 節 可 能 に 設 け ら れ た フ ロ ー ト ア ー ム ２ １ の 後 端 部 の フ
ロ ー ト 軸 ２ ２ 周 り に 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ る 。 こ の フ ロ ー ト 軸 ２ ２ は 苗 植 爪 １ ７ に よ る 苗 植
付 位 置 の 上 部 に あ っ て 、 フ ロ ー ト １ ８ 、 １ ９ は こ の フ ロ ー ト 軸 ２ ２ 位 置 よ り 前 方 と 後 方 に
長 く 形 成 さ れ て 設 置 す る 形 態 に 構 成 さ れ る 。 又 、 こ の セ ン タ フ ロ ー ト １ ８ の 土 壌 面 滑 走 に
よ っ て 前 部 側 が 上 下 に 揺 動 す る こ と に よ っ て 、 土 壌 面 に 対 す る フ ロ ー ト １ ８ 、 １ ９ の 沈 下
状 態 乃 至 土 壌 の 深 さ を 検 出 し て 、 リ フ ト シ リ ン ダ ９ の 油 圧 回 路 の 昇 降 制 御 弁 を 切 替 え る こ
と に よ り 、 深 い 土 壌 面 で は リ フ ト シ リ ン ダ ９ で 平 行 リ ン ク １ ０ 及 び 苗 植 装 置 １ を 上 昇 し 、
浅 い 土 壌 面 で は 下 降 し て 、 苗 植 付 爪 １ ７ に よ る 苗 付 深 さ を 一 定 に 維 持 す る よ う に 昇 降 制 御
す る 。 こ の セ ン タ フ ロ ー ト １ ８ の 後 端 部 に は 、 垂 下 し て 土 壌 面 に 刺 込 ま れ る と 共 に 、 こ の
土 壌 面 に 対 す る 刺 込 角 度 に よ っ て 土 壌 面 の 硬 さ を 検 出 す る 硬 軟 セ ン サ ２ ３ が 設 け ら れ る 。
又 、 サ イ ド フ ロ ー ト １ ９ の 前 端 外 側 部 に は 、 デ ィ ス ク 状 で 回 転 自 在 の 防 波 板 ２ ４ を 設 け 、
フ ロ ー ト １ ８ 、 １ ９ 等 に よ っ て 外 側 へ 押 し 流 さ れ る 泥 流 を 規 制 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 泥 流 防 波 板 ２ ４ は 、 苗 植 フ レ ー ム ２ ０ か ら 前 方 へ 突 出 す る 取 付 ス テ ー ４ １ に ア ー ム
軸 ４ ２ 周 り に 上 下 回 動 自 在 の 防 波 板 ア ー ム ４ ３ が 設 け ら れ て い て 、 こ の 防 波 板 ア ー ム ４ ３
の 後 端 部 に 対 し て 回 転 自 在 に 軸 装 さ れ る 。 こ の 防 波 板 ２ ４ は 自 重 に よ っ て 下 動 し て 防 波 状
態 の 位 置 に 下 降 す る が 、 該 ア ー ム 軸 ４ ２ 上 で 回 動 さ れ る ア ー ム ピ ン ４ ４ に 係 合 さ れ て 、 取
付 ス テ ー ４ １ 上 の シ リ ン ダ ４ ５ の 伸 長 に よ っ て 非 防 波 位 置 へ 上 昇 回 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 車 輪 ５ 、 ６ 、 及 び 苗 植 装 置 １ は エ ン ジ ン ８ か ら 伝 動 装 置 を 介 し て 伝 動 さ れ る が 、 こ
の 伝 動 装 置 に は 、 Ｈ Ｓ Ｔ が 設 け ら れ て 、 Ｈ Ｓ Ｔ レ バ ー ２ ５ の 操 作 で 中 立 位 置 か ら 前 進 変 速
位 置 、 又 は 後 進 変 速 位 置 へ 無 段 変 速 操 作 し て 走 行 で き る 形 態 と し て い る 。 又 、 車 体 ２ の 後
端 か ら Ｐ Ｔ Ｏ 軸 ２ ６ を 介 し て 苗 植 フ レ ー ム ２ ０ の 入 力 軸 を 連 動 す る と 共 に 、 こ の 入 力 軸 に
は 苗 植 装 置 １ の 伝 動 を 入 り 切 り す る 苗 植 ク ラ ッ チ が 設 け ら れ て い る 。 又 、 昇 降 リ ン ク １ ０
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の 基 部 に は 上 下 昇 降 角 度 を 検 出 す る 昇 降 リ ン ク セ ン サ ２ ７ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 苗 植 機 の 苗 植 装 置 １ を 昇 降 す る 苗 植 昇 降 制 御 装 置 は 、 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ の 入
力 側 に 、 前 記 セ ン タ フ ロ ー ト １ ８ の 上 下 揺 動 角 を 検 出 す る フ ロ ー ト セ ン サ ３ １ や 、 車 体 ２
の 前 後 方 向 の 傾 斜 角 を 検 出 す る 前 後 傾 斜 角 セ ン サ ３ ２ 、 昇 降 シ ン ク セ ン サ ２ ７ 、 及 び 後 輪
６ の 回 転 数 を 検 出 す る 後 輪 回 転 数 セ ン サ ３ ３ 等 を 設 け る 。 又 、 出 力 側 に は 、 前 記 リ フ ト シ
リ ン ダ ９ の 油 圧 回 路 に 設 け ら れ る 昇 降 バ ル ブ ３ ４ や 、 前 記 植 付 ク ラ ッ チ を 入 り 切 り 作 動 す
る 植 付 ク ラ ッ チ モ ー タ ３ ５ 、 前 輪 ５ 連 動 の デ フ ロ ッ ク を 作 動 す る た め の 前 輪 デ フ ロ ッ ク ソ
レ ノ イ ド ３ ６ 、 及 び 前 記 Ｈ Ｓ Ｔ 変 速 操 作 す る た め の Ｈ Ｓ Ｔ モ ー タ ３ ７ 等 を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 通 常 の 平 坦 土 壌 面 を 走 行 し な が ら 苗 植 作 業 す る と き は 、 車 体 ２ が 前 後 略 水 平 状 の 姿 勢 で
あ り 、 苗 植 装 置 １ は 下 降 し て セ ン タ フ ロ ー ト １ ８ に よ る フ ロ ー ト セ ン サ ３ １ の 検 出 に よ っ
て 、 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド に よ る 昇 降 制 御 を 行 っ て 、 苗 植 装 置 １ を 土 壌 面 の 深 さ に 応 じ て 昇
降 さ せ て 、 苗 植 付 深 さ を 一 定 に 維 持 す る よ う に 制 御 さ れ る 。 し か し な が ら 、 畦 越 え 時 の 植
終 い を 行 わ せ る と き は 、 図 ２ の フ ロ ー の よ う に 、 車 体 ２ が 畦 に 乗 り 上 げ ら れ て 前 後 傾 斜 角
セ ン サ ３ ２ が 前 上 り 角 を 検 出 し て お り 、 か つ 、 昇 降 リ ン ク １ ０ が 下 降 し て 昇 降 リ ン ク セ ン
サ ２ ７ の 検 出 値 が 下 降 中 に あ る こ と に よ っ て 、 畦 越 え 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド に 自 動 的 に 切 替
え ら れ る 。 そ し て 、 こ の よ う に 車 体 ２ が 畦 越 え の 前 上 り 姿 勢 に 傾 斜 し て 走 行 し 、 苗 植 装 置
１ が 下 降 し て 接 地 状 態 に あ る と き は 、 こ の 苗 植 装 置 １ が 畦 際 に 接 近 す る ま で 苗 植 付 作 用 を
行 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 畦 越 え 植 付 昇 降 制 御 モ ー ド を 、 更 に 図 ３ の フ ロ ー に 基 づ い て 説 明 す る 。 こ の
畦 越 え 植 終 い 制 御 を 行 わ せ る と き は 、 前 記 制 御 ス イ ッ チ ３ ８ を Ｏ Ｎ す る こ と に よ っ て 、 前
輪 デ フ ロ ッ ク ソ レ ノ イ ド ３ ６ に よ り 前 輪 ５ の デ フ ロ ッ ク が 行 わ れ る と 共 に 、 エ ン ジ ン ８ の
回 転 数 が 一 定 に 維 持 さ れ 、 Ｈ Ｓ Ｔ モ ー タ ３ ７ に よ り Ｈ Ｓ Ｔ が 減 速 さ れ る 。 そ し て 後 輪 回 転
数 セ ン サ ３ ３ に よ っ て 後 輪 ６ の 回 転 数 が カ ウ ン ト 開 始 さ れ る 。 こ こ で 、 車 体 ２ の 前 輪 ５ が
畦 法 面 等 に 乗 り 上 る と 、 車 体 ２ が 前 上 り 傾 斜 に な り 前 後 傾 斜 角 セ ン サ ３ ２ の 検 出 値 が 変 化
す る 。 こ の 車 体 ２ の 前 上 り 傾 斜 が 大 き く な る に 従 っ て 後 輪 の 苗 植 装 置 １ を 苗 植 付 状 態 に お
く た め に は 、 前 半 の 車 体 ２ が 前 上 傾 斜 に 変 化 す る 間 は こ の 車 体 ２ に 対 し て 上 昇 さ せ る よ う
に な り 、 昇 降 リ ン ク １ ０ の 上 昇 角 度 も 大 き く す る 必 要 が あ る 。 又 、 こ の 後 半 に 入 っ て 車 体
２ の 前 上 り 傾 斜 が 大 き く な っ て 変 化 し な く な る と 、 こ の 車 体 ２ は 前 輪 ５ 、 後 輪 ６ 共 に 畦 法
面 上 に 沿 っ て 昇 る 状 態 に な る か ら 、 苗 植 装 置 １ は こ の 畦 際 へ 引 き 寄 せ ら れ る 形 態 と な っ て
車 体 ２ に 対 し て 下 降 す る 状 態 に 制 御 す る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 車 体 ２ の 前 上 り 傾 斜 角 が 変
化 す る と き は 、 前 後 傾 斜 角 セ ン サ ３ ２ の 検 出 値 の 前 上 り 変 化 に 応 じ た 昇 降 リ ン ク セ ン サ ２
７ の 検 出 値 と な る よ う に 昇 降 バ ル ブ ３ ４ を 上 昇 出 力 さ れ る 。 又 、 車 体 ２ の 前 上 り 傾 斜 角 に
変 化 が な く な る と 、 後 輪 回 転 数 セ ン サ ３ ３ に よ る 後 輪 ６ の 回 転 カ ウ ン ト 値 、 即 ち 車 体 ２ の
進 行 距 離 の 変 化 に 応 じ た 昇 降 リ ン ク セ ン サ ２ ７ に よ る 検 出 値 と な る よ う に 、 昇 降 バ ル ブ ３
４ が 下 降 出 力 さ れ る 。 こ の よ う に し て 畦 越 え 植 終 い 制 御 で は 、 畦 際 ま で 苗 植 付 作 用 が 維 持
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 前 記 後 輪 回 転 数 セ ン サ ３ ３ に よ る 回 転 カ ウ ン ト 値 が 一 定 以 上 に な る こ と に よ っ
て 、 自 動 的 に 植 付 ク ラ ッ チ モ ー タ ３ ５ の 出 力 に よ り 植 付 ク ラ ッ チ が 切 り に な っ て 、 苗 植 付
が 停 止 さ れ る 。 即 ち 、 車 体 ２ が 前 上 り 傾 斜 を 開 始 し て か ら 略 車 体 ２ 全 長 分 だ け 進 行 す る と
植 付 ク ラ ッ チ を 切 る よ う に 設 定 し て い る 。 そ し て 苗 植 付 が 終 る と 苗 植 装 置 １ を 上 昇 さ せ る
。 こ の と き 苗 植 装 置 １ を 上 げ 過 ぎ る と 車 体 ２ の 前 後 バ ラ ン ス を 崩 す こ と が あ る か ら 、 前 記
昇 降 リ ン ク セ ン サ ２ ７ 値 に 基 づ い て 所 定 量 （ 例 え ば 苗 植 装 置 １ を １ ０ ～ １ ５ セ ン チ メ ー ト
ル ） だ け 上 昇 さ せ る よ う に 昇 降 バ ル ブ ３ ４ を 上 昇 出 力 さ せ る 。 そ し て 、 車 体 ２ が 前 後 水 平
状 態 に な っ て 略 畦 越 え を 完 了 し た と き 、 苗 植 装 置 １ を 最 上 位 置 へ 上 昇 さ せ る 。 又 、 車 体 ２
は 苗 植 装 置 １ を 上 昇 さ せ た ま ま で 次 の 圃 場 へ 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 前 記 車 体 ２ が 前 上 り 傾 斜 の 状 態 で 、 硬 軟 セ ン サ ２ ３ が 土 壌 面 に 刺 ら な い ま ま の 状 態 に あ
る と き は 、 土 壌 面 が 硬 く て 苗 植 付 不 能 で あ る と し て 、 植 付 ク ラ ッ チ モ ー タ ３ ５ に よ り 植 付
ク ラ ッ チ を 切 り に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。 又 、 こ の と き 苗 植 装 置 １ を 上 昇 さ せ る こ と も
で き る 。 車 体 ２ と 苗 植 装 置 １ が 共 に 硬 い 畦 法 面 上 に 位 置 す る と き は 、 植 付 ク ラ ッ チ が 切 り
制 御 さ れ て 有 効 で あ る 。 又 、 前 記 車 体 ２ が 前 上 り 傾 斜 の 状 態 で 、 左 右 防 波 板 ２ ４ が 上 っ た
ま ま の 状 態 に あ る と き は 、 こ れ に よ っ て 自 動 的 に 植 付 ク ラ ッ チ を 切 り 制 御 す る こ と も で き
る 。 更 に は 、 車 体 ２ が 前 上 り 傾 斜 の 状 態 で 、 セ ン タ フ ロ ー ト １ ８ の 前 端 側 が 垂 下 状 態 を 維
持 す る と 、 植 付 ク ラ ッ チ を 自 動 適 に 切 る よ う に 制 御 す る こ と も で き る 。 苗 植 装 置 １ が 苗 植
付 状 態 に あ る と き は 、 セ ン タ フ ロ ー ト １ ８ は 接 地 圧 に よ っ て 水 平 状 に 押 上 げ ら れ た 姿 勢 に
あ る の が 普 通 で あ る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 主 と し て 図 ７ に 基 づ い て 、 苗 植 フ レ ー ム ２ ０ の 前 方 に 整 地 ロ ー タ ４ ８ を 、 シ リ ン
ダ ４ ９ に よ っ て 昇 降 回 動 さ れ る 平 行 昇 降 リ ン ク ５ ０ を 介 し て 装 着 す る 。 こ の 整 地 ロ ー タ ４
８ の 回 転 に よ っ て 苗 植 付 時 の フ ロ ー ト １ ８ 、 １ ９ 直 前 の 畦 際 土 壌 面 を 砕 土 す る こ と が で き
る 。 前 記 畦 越 え 植 終 い 時 に よ っ て 整 地 ロ ー タ ４ ８ を 自 動 的 に 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 主 と し て 図 ８ に 基 づ い て 、 車 体 ２ が 畦 際 に 走 行 さ れ て 操 向 旋 回 さ れ る と き 、 畦 越
え 植 付 昇 降 制 御 に 移 る 場 合 は 、 旋 回 制 御 入 切 ス イ ッ チ ５ ３ 切 り と 、 車 体 ２ の 前 上 り 傾 斜 を
前 後 傾 斜 角 セ ン サ ３ ２ が 検 出 す る こ と に よ っ て 、 畦 越 え 植 付 昇 降 制 御 が 行 わ れ る 。 こ の 旋
回 制 御 は 、 ハ ン ド ル １ ３ の 切 り 操 作 で 、 車 体 ２ の 旋 回 行 程 に 入 る こ と に よ っ て 、 自 動 的 に
植 付 ク ラ ッ チ が 切 り に 作 動 さ れ る と 共 に 、 苗 植 装 置 を 非 植 付 姿 勢 に 上 昇 す る も の で あ る が
、 旋 回 制 御 入 切 ス イ ッ チ ５ ３ の 切 り に よ っ て 、 こ の よ う な 旋 回 制 御 は 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 主 と し て 図 ９ に 基 づ い て 、 車 体 ２ の 畦 際 で の 苗 植 付 姿 勢 で の 操 向 旋 回 制 御 に お い
て 、 片 側 、 又 は 両 側 の 前 輪 ５ が 畦 上 に 乗 り 上 が る こ と に よ っ て 、 車 体 ２ が 前 上 り 傾 斜 と な
り 、 前 後 傾 斜 角 セ ン サ ３ ２ に よ っ て 検 出 さ れ た と き は 、 Ｈ Ｓ Ｔ モ ー タ ３ ７ の 出 力 に よ っ て
Ｈ Ｓ Ｔ を 中 立 位 置 に 戻 し 、 昇 降 バ ル ブ ３ ４ の 出 力 に よ っ て 苗 植 装 置 １ を 非 植 付 姿 勢 へ 上 昇
さ せ る 。 自 動 旋 回 制 御 で は オ ー ト リ フ ト 制 御 に よ っ て 苗 植 装 置 １ が 自 動 的 に 上 昇 さ れ て い
る が 、 車 体 ２ を 操 向 旋 回 さ せ な が ら 苗 植 装 置 １ を 手 動 操 作 等 で 下 降 位 置 に し て 苗 植 付 作 業
す る 場 合 が あ り 、 こ の 場 合 に は こ れ ら Ｈ Ｓ Ｔ の 中 立 位 置 へ の 戻 し や 、 苗 植 装 置 １ の 上 昇 制
御 が 行 わ れ る と 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 苗 植 昇 降 制 御 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 畦 越 え 植 付 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ３ 】 そ の 詳 細 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ４ 】 苗 植 機 の 側 面 図 。
【 図 ５ 】 そ の 平 面 図 。
【 図 ６ 】 防 波 板 部 の 拡 大 側 面 図 。
【 図 ７ 】 整 地 ロ ー タ を 有 し た 苗 植 装 置 の 側 面 図 。
【 図 ８ 】 旋 回 制 御 か ら 畦 越 え 植 付 昇 降 制 御 に 移 る 場 合 の 制 御 ブ ロ ッ ク 図 と 、 そ の フ ロ ー チ
ャ ー ト 。
【 図 ９ 】 旋 回 制 御 で 車 輪 が 畦 に 乗 り 上 げ た と き の 制 御 ブ ロ ッ ク 図 と 、 フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ 　 　 苗 植 装 置
　 ２ 　 　 車 体
２ ７ 　 　 昇 降 リ ン ク セ ン サ
３ １ 　 　 フ ロ ー ト セ ン サ
３ ２ 　 　 前 後 傾 斜 セ ン サ
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３ ３ 　 　 後 輪 回 転 数 セ ン サ
３ ４ 　 　 昇 降 バ ル ブ
３ ５ 　 　 植 付 ク ラ ッ チ モ ー タ
３ ６ 　 　 前 輪 デ フ ロ ッ ク ソ レ ノ イ ド
３ ７ 　 　 Ｈ Ｓ Ｔ モ ー タ
３ ８ 　 　 制 御 ス イ ッ チ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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